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一般化と特殊化

一一名詞，動詞と名詞変換動詞の意味一一

並川千恵

1. 序論

英語には数多く，文中でいろいろな機能を果たす語葉形式がある。つま

り，一つの語葉形式が複数の語葉範噂に属することが多い，ということで

あるo この結果として，例えばあるものは形容詞であると同時に副詞であ

り（e.g. clear, quick），またあるものは名詞でありかつ動詞であるくe.g.

love, walk）。また他のものは名詞であると同時に形容詞である（e.g.back, 

total）など他にもいろいろなパターンがある。そのような場合にはもちろ

ん，そういった語葉形式はそれらが文中で果たす役割によって違う意味を

もつことになる。言い換えると，違う語葉範昨季に属することで，複数の意

味をもつことになるのである。しかし考えてみると，一つの語葉形式がた

った一つの意味しかもたない，というほうがまれである。たとえある語葉

形式が一つの語嚢範噂にしか属していないとしても，それは大抵複数の意

味をもっ。その場合これらのいくつかの意味は互いに関連していると思わ

れる。もしそれらの意味の聞になにも関連がないとしたらそれらは一つの

語がもっている意味ではなく，いくつか複数の語がもっ意味であると考え

られ，その語葉形式はhomonymであると言われるであろう。意味が関連

している場合その関連の仕方はその形式によって，様々であるように見え

る。しかし，複数の意味のなかで一つの中心的で、重要な意味が存在する，

というのは大抵どの語にも言えることであろう。その意味は同時に，その

語が発せられるのを聞いたとき我々がまず最初に思いつく意味でもある。

そしてまたその意味はそこから他の意味が発達するみなもとでもあると考
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えられる。

ここではある語棄がはじめとは違う語嚢範障害のメンパーとなるときの，

もとの意味と新しい意味とのあいだの関係，そして違いをみていきたいと

思う。この場合，その語葉形式は二つの語集範噂の聞の境界をこえること

になるわけであるが，意味が拡張する様相は一つの範噂内で、意味が拡がる

ときと，それほど変わらないのではないかと思う。というのは，たとえ境

界をこえるとしてもそこでまるで新しい無関係な意味があらわれるという・

ことは考えられないし，同じ範噂内でだんだん意味が変わっていく場合そ

れは自然にそうなったので、あり，よってこのような変化の仕方が最も自然

だからである。もしそうでなければ同じ語嚢形式をもっ意味がなくなるで

あろう。そしてまた，意味聞の関係を観察することによって，その語葉形

式が属する語実範時全体の性質を探ることにする。しかし，ここでは全て

の種類を見ることはできないので，名詞と動詞の関係だけを探ってみたい

と思う。というのはこの二つの語葉範噂は全ての語葉範時のなかで中心的

であり，不可欠のものだと思われるし，同時にこの二つの範時にまたがる

語葉形式の数も多いからである。

2. 語葉範鳴の変化の方法

上で述べたように，ここでは一つの語葉形式が名詞と動詞として使われ

る場合を調べるが，注意しなくてはならないのはこの範噂変化には二つの

パターンがある，ということである。まずーっは名詞が動詞として使われ

るようになった場合で、あり，もう一つは動詞が名詞として使われるように

なった場合で、ある。これ以降，最初のパターンを名詞転換動詞（denominal

verb）と呼び，二番目のパターンを動詞転換名詞（deverbalnoun）と呼

ぶことにする。またここには派生接辞を用いる範噂の変化は含まない。

動詞転換名詞の場合，元の動調は「動き」を表すが，結果として生まれ

る名詞はその「動き」を抽象的な「出来事」としてとらえて表す場合が多

い。 Apρroach, glance, smileといった例をみればわかるであろう。こ

れらは形態が変化しない場合であるが，変化する場合を考えると，動詞を
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名詞にかえる派生形態素（derivationalmorpheme）は数多くある（e.g.

-ne.ss, -tion, -ment)。そしてこれらの形態素自体意味を持っているので，

これらが元のかたちに付加されたとき出来上がった名詞の意味はその形態

素の意味から推測されうる。例えば －er(or-or）が動詞に付け加えられる

ことにより，‘もとの動詞によって表される「動き」を行なう人あるいは道

具’ という意味が大抵の場合加わることになる。このように，動詞を名詞

にかえる派生形態素が発達しているため，形態的に無変化である動詞転換

名詞は名詞に変える，という働きにおいてそれほど重要な役割は果たして

いないようにみえる。

他方，名詞を動詞に変える派生形態素はあまりない（e.g. en-, -en）。

それゆえ名詞から動詞をつくるという点で語葉目録 (lexicon）全体を考え

ると，名詞変換動詞は非常に重要な役割を果たしていることがわかる。

なぜ、このように形態素の数に差がでるかについてであるが，元来名詞は

具体物を表すことが多く，動詞は出来事といった抽象的なことを表すこと

が多いという明らかな意味的違いが関連していると思う。 Hopper and 

Thompson (1984）はこの事に関して Lakoffand Johnsn (1980）の‘存

在のメタファー’の考えを利用して述べているが，まとめると次のように

なる。動詞から名詞への変化は抽象を具体のように扱うということで，メ

タファー的プロセスといえる。というのは人間認知は具体物のほうが扱い

やすし、からである。よってこれに対しては言語は名詞化プロセス，つまり

動詞転換形態素（deverbalmorpheme）をもつが名詞から動詞への変化

は人間の認知的傾向に反するため，動詞化プロセスつまり名詞変換形態素

(denominal morpheme）はもたなし、。

一方形態素が付かない変化の場合逆に名詞変換動詞は動詞変換名詞より

数が多く，重要な役割を果たしている。これは名詞変換形態素が少ないた

め，穴埋めという意味で多くなっているのかもしれないが，これだけのた

めではないと思う。まず名詞から動詞になる場合の意味変化を考えてみる

ことにする。元の名詞の意味を見てみると，殆ど具体物を表していること

がわかる。そこからどう動詞の意味にかわるかであるが，その名詞の指示
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対象の機能が大きく関わっている。つまりその具体物がどのように使われ

るか，などが問題となる。例えば道具を表す名詞であったら動詞の意味は

‘その道具を使って一番自然と思われるような行為をする’といったように

なるであろう。例えば元の名詞がknifeであったらそこから生まれる動詞

は ＇knifeを使って切る’といった意味になる。また人を表す名詞が動調化

するのであれば，‘その人が普通するようなことをする’というのがもっと

も自然にうかぶ意味であり，そこから意味が発展すると考えるのは自然で

あるが，他の種類の意味が名詞から直接うまれるということはありそうも

ない（下記の例を参照〉。 このように名詞転換動詞の〈中心的〉意味は自

然、に決まってくる傾向があると思われる。

これに対し，動詞転換名詞の意味は例えば卸alk歩く→歩行， love愛す

る→愛，といったように抽象名詞うみだすことが多い。これは先程述べた

ように人間の認知の傾向に反するプロセスであるので，この方向の変化は

名詞から動詞の変化ほど進まなかったので、あろう。以上のような理由から

名詞転換動詞と動詞転換名詞の数，頻度そして語葉目録全体を考慮した際

の重要性の違いがうまれるのであると思われる。

3. 名詞転換動詞の分析

ではここで実際にいくつか名詞転換動詞の例を挙げて意味の変化を探っ

てみることにする。まず一見してわかりやすい例を挙げてみよう。ここで

は名詞転換動詞として使われている意味だけをあげる。

1. c 1） ρit ot : to act as a pi! ot of sth. 
( 2 ) fiddle : to play the violin. 

( 3 ) hammer : to hit or beat sth with a hamner. 

上の例において引用されている意味は必ずしもその動詞の唯一の意味では

ない。しかしそれは最も頻繁に用いられる意味であり，その動詞の中心的

な意味である。さらに重要なことはその意味は我々がその語が発っせられ
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るのを聞いたときまず最初に思いつく意味である，ということである。な

ぜならこれらの意味はもとの名詞の指示対象のもっともよく知られた機能

から生まれているからである。つまり，その意味は我々の認知，直感、にか

なった，最も自然な意味であるということになる。それゆえ，たとえ我々

がある名詞変換動詞の意味を知らなかったとしても，もし元の名詞の意味

を知っているならば，その意味を推測することができる。

しかし問題はそれほど単純に割り切れるものではない。名詞変換動詞は

たとえ始めは元の名詞が指す物の最も重要な機能に関連した意味をもった

としても，それだけにとどまらず，大抵の場合，その他の関連した意味を

発達させると思われるからである。 Clarkand Clark (1979）は‘innova-

tive denominal verb’と‘wellestablished verb’とし、う二種類を区別

している。前者はまだ名詞であるという印象が抜けきってないものですべ

ての人に動詞である，と直感的に感じられないものである。またこれらは

イディオム化された意味をまだもたないものである（e.g. sack, knee, 

auther）。 またこれらの中にはかなり偶発的でそれが使われ始めた時点で

は一般に受け入れられていなく口語的であったものもあると思われる。そ

して後者は動詞として確立したもので，意味もある程度，名詞から直接推

測される意味から発展しており，上の例のように単純に言い換えができる

というわけにはいかないものである（e.g. land, ape, man）。Clarkand 

Clarkはこれら二種類の動詞は連続体の両端をなすものだ，と述べている。

名詞転換動調は普通，始め動詞として使われだしたころには‘innovative’

であったものが徐々に‘wellestablished，へと変わっていくと思われるの

で，例に挙げた意味はもともとの名詞の意味と直結しているので，まだ

‘innovative’の段階にあると思われる。言い換えると，先程から述べてい

るように， ‘innovative meaning，は自然で元の名詞から我々が最初に思

いつく意味である。このように名詞から名詞変換動詞への意味拡大は，一

つの語嚢範時内で意味が拡がるときとさほどかわらないようにみえるo こ

のように考えると，まず始めにうまれた動詞の基本となる意味からは色々

な意味が発展しているようである。ここでまず，基本的な意味で使われて
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いる例を見てみることにする，

2. ( 1) his fingers sheltered themselves (Bronte, E 1847) 

( 2) she kept fanning herself (Carroll, L 1865) 

( 1)では‘隠れ家’が‘隠れる’という意味に，（2）では‘扇’が‘扇であお

ぐ’ という意味になっているが，名詞の指示対象がもっイメージそしてそ

れが果たす機能がわかれば動詞の意味は自然と浮かんでくることがわかる。

では次に 1.( 1）のように元の名詞が人を表すものを挙げる。

3. ( 1) unρire : to act as umpi削 nく仰pirea ma帥， disput~＞・
( 2) caρtain: to be mρtain of (a football team etc.）くWho

is captaining the side today?). 

( 3 ) maid : to serve as maid. 

(4） αρPrentice : to set at work as an apprenticeくatthe age 

of sixteen he was aρρrenticed to a blacksmith). 

上の例に共通しているのは，これらの動詞が‘innovativeverb，であると

思われる点であるo これらは殆ど上の意味のみで使われる。それゆえこれ

らはまだ動詞として使われ慣れていなし基本的意味しかもっていないと

思われる。実際我々はこれらの語が動詞として使われているのに出くわす

ことはあまりない。しかし我々はこれらの元の名詞の意味を知っているの

で，動詞が何を表すか想像できる。こうしてみると，全ての人を表す名詞

は動詞として機能する可能性をもっていることになる。実際名詞すべてに

対応する名詞転換動詞があったらかなり語嚢が煩雑になるであろうと思わ

れる。なぜなら既存の動詞と意味がぶつかる可能性があるからであるo し

かしたとえ一度動詞として使われでも，必要のないものは淘汰されるであ

ろうし残って意味を発展させるものはその必要性があるからそうなるの

であろう。ここでも使う者の意志が反映されているのである。いずれにせ
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よ，ある名詞が動詞の機能を果たしているのを見たとき，それが偶発的な

ものでなく，完全な動詞であるかどうかの判断は難しい。大抵のものは少

なくともはじめは口語的に聞こえてしまうからである。しかし3について

いえることは，ここでの名詞転換動詞の意味は概して‘元の名詞によって

指される種類の人が普通することをする’ というようになるということで

ある。

次に他の例を見てみよう。

4. ( 1) queen : (a) to behave in a queenly manner (Since her 

promotion, she queens it over everyone else in the 

office), (b) to rain as queen. 

( 2) boss : (a) to act as a chief workman, (b) to exercise 

control or authority overくHe'salways bossing his wife 

about). 

( 3) tutor : (a) to act as a tutor, (b) to control oneself or 

one’s feelingsくtutoroneself to be patient). 

上の例で，名詞転換動詞の各々の意味が元の意味から発達していることが

わかるが，その意味も我々は抵抗なく受け入れることができる。というの

はそれらの意味が元の名詞のイメージと直結しているからであるo 例えば

C 1) queenは‘ある国家において権力をもっ人’であるが，上の例文から

明らかなように名詞転換動詞は‘国家’ という領域だけでなく，色々な領

域で使われうる， ということがわかるであろう。 Queenの《powerim-

age》 はそれがどのような領域で使われようともそのまま残るのである。

他の例についても領域に関する制約はほぼなくなっている，と考えてよく

我々はかなり自由にその名詞転換動詞を使うことができる。各々について

考えてみると，（2 )boss は《controlimage》を核に意味が発展している。

C 3 )tutorの（b）の意味は名詞tutorの意味と直接むすびつきはしないが，

《directionimage》から発展している。こういったことから，イメージ，
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言い換えると人間の認知は名詞転換動詞の意味が拡がるさいに重要な役割

を果たすことがわかった。以上のものは比較的単純で，直接的な拡張であ

った。それではさらに例を見てみよう。

5. ( 1) master : (a) to gain control of something, (b) to gain 

considerable knowledge of or skill in somethingくShe

has fully mastered the technique). 

( 2 ) guard : (a) to keep safe from danger etc., protectくa

woman who jealously guarded the treasure), (b) to 

watch over and prevent him form escaping, (c) to use 

care and caution to prevent somethingくguardagainst 

disease). 

この二例をみてまず感じられることは，例3' 4に比べ一見して動詞であ

ると思われる確立が高いであろう，ということであるo 意味を見てみると

(1）では名詞がもっていた意味と関連していることは歴然としてはいるが，

名詞の幾つもの意味（e.g.かしら，先生，主人，達人 etc.）各々のもっ

ていた特殊性が失われ，色々な対象に対し使われるようになっている。つ

まり，上で、述べたように名詞のもっていた領域に関する制限がなくなって

いるのである。（2）では元の名詞の指示対象が人である場合の意味は‘護

衛者，守衛，監視者’などであるが動詞になると単に‘見張る’ということ

で，それが仕事である，といった制限はない。

つまり共通して言えることは，名詞転換動詞の意味に関して，元の名詞

の特殊化された意味が消え〈あるいはそこから他の意味が発達し〉， その

動詞はどの領域で使われるか選ぶ自由を得るようになる，ということであ

る。

4. その他の例と問題点

今まで元の名詞が人を表す場合を中心に調べてきたが，そこでだされた
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一般化が他の名詞転換動詞にもあてはまるか，見てみることにする。

6. ( 1 ) shout der : (a) to put sth on one’s shoulder, (b) to take 

guilt, responsibility etc. upon oneselfくshoulder也e

duties of chairman), (c) to push with one’s shoulder. 

( 2) bottle : (a) to put sth into bottles, (b) not to allow 

(emotions) to be 問 en,restrain or suppress (feelings) 

くtheybottle up all their anger and resentment). 

( 3 ) head : (a) to be at the front or top ofくheada proces-

sion), (b) to be in charge of or lead <head a rebellion), 

( c) to give a heading toくThechapter is heαded ‘My 

Early Life’）， (d) to move in the specified direction 

く羽Thereare you heading?). 

( 4) face : (a) to have or turn the face towardsくThewin働

dow faces the street), (b) to meet sb/sth confidently 

or defiently without trying to avoidくfacedangers), 

(c) to require the attention of, confrontくtheproblem 

that faces the Government). 

順番に見ていくと，まず(1）の shoulderでくb）は比磁的な意味で、あり，意

味が一般化した，というのとは少し異なるが，実際に‘肩にのせる’ とい

った制限が緩くなり，異なる領域でも用いられるようになる，という点で

は一致している。（2）でも（b）は比喰的な意味であるが，精神的なものも対

象になる，という点で意味の拡がりがみられる。（3）では色々な意味が発

展しているが，全て《先頭にある〉というイメージに貫かれて，関連して

いることがよくわかる。 Headは名詞も非常に多義であるが，それぞれの

意味が指示する対象にとらわれず，動詞では用いられる対象が拡がってい

る。 Faceでも（b), (c）において，単なる‘顔’から《前面にある》という

イメージにのっとって，意味が拡がっている。
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このように名詞が名詞転換動詞となり，使われて意味が発展していくう

ちに，名詞のもっていた意味の特殊性を失い広い領域で用いられるように

なる，ということがわかった。しかし，全ての名詞変換動詞が同じような

速度で，同じような意味変化を遂げるか，というと，そうで、はない。先程

述べたように，動詞として確立するものもあれば，一回限りで消えてしま

うものもあるであろうし，たとえ動詞として認められようとも，それまで

に長い時聞がかかるものもあるであろう。また名詞として馴染み深いから

といって動詞になってよく使われるとも限らない。たとえば tutorは動詞

として確立しているが， teacherは動詞として辞書にエントリーしている

ことはまずない。この場合teachという動詞が teacherの名詞転換動詞を

プロックしていると思われる。また同等の立場で、あっても， brotherのほ

うが sisterより‘兄弟’という意味に関して動詞として使われることが多

い，といった不均衡もある。こういった差はその名詞のもつイメージの微

妙なニュアγスの差が関わるものと思われる。また例えば， bookの動詞

は予想されるような‘本を読む’でなく，‘記帳する，予約する’といった

意味が中心となる。これは先程述べた意味の一般化に反する例，といえる

かもしれないが，これも‘本を読む’という意味はnαdという動詞により

プロックされたのではないか，と推測される。

このように名詞転換動詞も必ずしも予想どうりにはいかないこともある

か，つぎに名詞，動詞というカテゴリー全体を見ることにより，先程の一

般的な法則の有効性をサポートしてみたい。

5. 名詞と動詞の関係

ここでは名詞転換動詞，といったことにとらわれず，広く語嚢目録全体

を考えてみることにする。名詞，動詞というカテゴリー全体をみると名詞

は特殊化の傾向をたどり，動詞は一般化の傾向をもっているように見える

のであるo 語嚢目録全体の構造を考えてみると，名詞は次のような階層構

造をもつことが多いようである。
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fig. 1 furniture 

chair 
了一ーム寸

stool 

この例では使われている語嚢形式は基本的なものばかりで最も下位の語葉

形式であっても我々はすぐにその指示対象を思い浮かべることができるだ

ろう。上のような階層構造はいろいろな分野で発明や発見があって，物に

命名が行なわれる，といったことがおこるため次々下方に広がっていくも

のである。例えば fig.2を見てみよう。
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daisy 

hybrid旬prose floribunda rose 

tiffany rose peace rose 

ここで最上位の flowerが basiclevelであるということからもわかるよ

うに，最下位である peaseroseという名を見ても，すぐにその指示対象

を思い浮かべうる人は少ないであろう。これも新種の発見により新しい命

名が行なわれた例で、あり，さらに研究が進めばもっと上のような階層が下

方に広がりうる。つまり新しい名詞がでてくることはごく自然な成り行き

である。それに対し，この fig.2で flowerの上を考えると，既存の語で

ある ρ！antなどが思い浮かぶが，この語と flowerの関係は部分と全体と

いう関係であり，少し上下関係（hyponymy）とは違ってしまう。それ以

外で上位語（superordinate）は考えられないし，現に存在していないであ

ろう。そして，これから更に上方に総括的語棄がうまれるとは考えがたい。

つまり名詞は一般化された意味をもっ語棄を得ることはあまりないが，特

殊化された意味を持つ語棄を増やしがちだ，ということがわかる。このよ
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うに，特殊化の傾向は名詞全体にあてはまるものである，と思われる。

一方，動詞全体を考えてみると，頻繁に使われる動詞というのは意味が

あまり特殊化されていないことがわかる。例えば， make,take, give, have, 

useといったものはそれ自体で、は特殊化された意味をもってはおらず，使

われる領域に制限もないため，意味的に不整合でない限り大抵どのような

名詞もその目的語としてとり，それを選ぶ際に制限は殆どない。これに加

え，動詞は名詞ほど階層構造をもたないように見える。例えば‘あるやり

方で何かを言う’ということを表したいとすると， speak,talk, tell, say, 

mention，初hisperなどいくつかの動詞があるが，これらはすべて同等の

もので，ある語の共通の下位語となると思われる。しかしこれらの上位語

というものは存在しなく，またこれら自身もその下位語をもたない。もし

‘何かを言う’ということに関して，より特殊化された要素を表したいなら，

動詞とともに副詞を使うであろうし，従って意味的に特殊化された新たな

動詞を生み出すということはあまりない。しかしまったく語嚢聞の階層関

係がないわけで、はない。次の例は動詞の階層関係を表す。

fig. 3 get 

sふI b~y bo止ow e~rn win catch fi~d gふp

しかしここでもsρeakなどの時と同様さらに細かし、意味が付け加えられる

ときには副詞が多用され，新たな動詞が付け加えられるということはあま

りない。名詞のところで新たな発明，発見などにより特殊化された意味を

もっ語が増えると述べたが，これは名詞と動詞の大きな違いであるが，動

詞においてはそのように新しい発明，発見により語葉が増えるというよう

なことは考えがたし、。このように動詞は名詞のようにはっきりした階層を

形成しないし，意味が特殊化することもない。

まとめると，名詞は特殊化した意味をもっ語棄を増やす傾向にあるが，

動詞はそのようなことはなく一般的な意味にとどまりがちである，という

ことがいえる。このことは先程見てきた名詞転換動詞の意味変化の傾向と
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共通するものがあるo 名詞転換動詞は名詞が動詞にかわると，名詞のもっ

ていた特殊性を失い，一般化する傾向にあるからである。つまり，逆に言

うと名詞転換動詞のこの意味変化の傾向は名詞，動詞というカテゴリー全

体の性質を代表しているのである。

6. 結論

英語は日本語と違い，語棄形式の形でなく，それが位置する文中の場所

によってその働きがきまる。そのため形によって語葉範酵の区別をする必

要がないため，同じ語嚢形式が同時に複数の範昨季に属する，ということが

おこるわけである。このことは一見区別がつきにくく，混乱を生じるよう

に思われるかもしれないが，一つの語葉形式がたった一つの語嚢範時にし

か属さないことが常識であるわけではないし，それを必要とする人間の認

知傾向にそぐって変化してきたため，人間は本能的にそれがどの範博に属

するか判断できると思われる。

名詞変換動詞では元の名詞の指示対象の性質，機能を知っていれば動詞

として使われていてもその意味は大抵一見してわかる。そしてたとえ意味

が一般化したとしても，同じイメージによって貫かれているため，不自然

な意味であるとは感じないであろう。名詞転換動詞は例えば‘絵を描く’

という意味を表したい場合，それまで drawaρictureと言っていたもの

がρictureという一言ですむ，という具合に非常にエコノミカルな表現で

あることもそれが生まれる理由であろう。また子供はよく間違えて動詞と

して使われない名詞も動詞として使ってしまうといわれるが，この事実も

名詞転換動詞がいかに人間の認知活動にかなったものであるか，というこ

とを表していると思う。このように名詞転換動詞の形成は非常に自然な成

り行きであり，これからも無限に増える可能性があり，使われることによ

り意味が一般化し，動詞として確立するものも多く見られることであろう。
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註

1) この論文では e語’という代わりに e語葉形式’という表現を使う。なぜならそ

れは中立的な表現であり，語葉範庸をきにせず使うことができると思われるか

らである。

2) ここでは同綴同音意義語のことを指し，同音意義語は含まない。

3）「出来事，行為，状態」などを比喰的に物としてとらえる考え。

4) この論文中の例はすべて， Webster’sthird New International dictionary 

(1986）まTこは OxfordAdvanced Learner’s Dictionary 4th ed. (1989) 

からの引用である。また，以下に掲げた例語について参考のため， その名詞

（それが人を表す場合はその意味で〉が最初に使われた年と動詞としての初出

年をあげることにする。（OxfordEnglish D!ctionary 2nd ed. 1988より〉

pilot－名詞 1530，動詞 1693,fiddleー名詞 1205，動調 1377.
hammerー名詞 1000，動詞 1430

5) Emily Bronte, Wuthering Heights. 

Lewis Carroll. Al ice’s Adventures in Wonderland. 

shelterー名調 1585，動詞 1590,fan－名調 800，動詞 1000
6) umpire－名詞 1400，動詞 1592,captain－名詞 1380，動調 1598.
maid－名詞 1390，動詞 1900,aJゆrentice－名詞 1362，動詞 1631
7) queen－名詞 825，動詞 1611,boss－名詞 1649，動詞 1856,
tutor－名詞 1377，動詞 1592
8) masterー名詞 1000，動詞 1225,guardー名詞 1412，動詞 1583

9) shoulder－名詞 700，動詞 1300,bottle－名詞 1375，動詞 1641.
head－名詞 825，動詞 1300,face－名詞 1290，動詞 1440

10）大修館英語学事典（1983)
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